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委　

員中
山　

五
雄

委　

員原
田　
　

希

委 
員 
長

岡　
　

光
廣

副
委
員
長

松
田　

俊
和

委　

員橋
本　

重
雄

委　

員大
川　

隆
城

副
委
員
長

林　
　

眞
敏

委 
員 
長

碇　
　

勝
征

委　

員寺
崎　

太
彦

委　

員吉
富　
　

隆

平 成 ２ ３ 年

議
案
審
議

　

平
成　

年
１
月　

日
、
町
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
臨
時
会

２３

２４

が
開
催
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
・
各
常
任
委
員
会
の
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
１
回
定
例
会
を
３
月
４
日
か
ら
３

月　

日
ま
で
開
催
し
、
条
例
改
正
、
予
算
な
ど
審
議
し
ま
し
た
。

１８
特
に
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会

２３

を
設
置
し
、
５
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

議　
長　

大
川　
隆
城

東日本大震災で被災されました皆様に、
議員一同心からお見舞いを申し上げますと
ともに一日も早い復興をお祈りいたします。

議
会
の
構

議
会
の
構
成成

副
議
長　

中
山　
五
雄

● 振 興 常 任 委 員 会 ●

委 
員 
長

　

中
山　

五
雄

副
委
員
長

岡　
　

光
廣

委　

員碇　
　

勝
征

委　

員大
川　

隆
城

●総務厚生常任委員会●

●
議
会
運
営
委
員
会
●
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町長・議会提出の町長・議会提出の

全議案 可決､同意!!全議案 可決､同意!!

議
案
審
議

住　
　

所　
上
峰
町
大
字
前
牟
田

２
１
５
７－

１

氏　
　

名　

平
井　

忠
義

生
年
月
日　
昭
和　
年　
月　
日

１２

１２

２２

上
峰
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

上
峰
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委委

員
の
選
任
同
意
に
つ
い

員
の
選
任
同
意
に
つ
い
てて

（
全
員
同
意
）

（
全
員
同
意
）

　

寺
崎
太
彦
議
員
が
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 監

査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い

監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
てて

（
全
員
賛
成
）

　

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
委
員
＝
１
千
円
／
回
。
公
民
館
長

＝
７
万
６
千　
円
／
月
。
学
校
関
係
者
評
価
委
員
＝
１
千
円
／
回
。

８００

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
のの

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
るる

条
例
の
改

条
例
の
改
正正

（
全
員
賛
成
）

　

葬
祭
費
用
「
２
万
円
」
を
「
３
万
円
」
に
改
正
す
る
。

上
峰
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改

上
峰
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正正

　

事
業
所
と
の
併
用
住
宅
（
理
容
店
等
）
の
下
水
道
使
用
料
の
算
定

を
簡
素
化
し
、
従
量
制
に
す
る
。

上
峰
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

上
峰
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
改

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

（
全
員
賛
成
）

議　場（町長より議案上程）



議
案
審
議

（
全
員
賛
成
）

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
てて

路
線
番
号

８２５１８２５２

路
線
名

グリーンレイクタウン
１号線

グリーンレイクタウン
２号線

起　

点
上峰町大字堤字谷渡
１６５１番地３６地先

上峰町大字堤字谷渡
１６５１番地２６２地先

終　

点
上峰町大字堤字谷渡
１６５１番地２５９地先

上峰町大字堤字谷渡
１６５１番地２７４地先
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（
全
員
賛
成
）

　

提
出
者　
碇　
　
勝
征

　

賛
同
者　
中
山　
五
雄

　
　
〃　
　
岡　
　
光
廣

　
　
〃　
　
吉
富　
　
隆

　
　
〃　
　
松
田　
俊
和

　

賛
同
者　
林　
　
眞
敏

　
　
〃　
　
橋
本　
重
雄

　
　
〃　
　
寺
崎　
太
彦

　
　
〃　
　
原
田　
　
希

上
峰
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
支

上
峰
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
支
給給

額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改

額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

　

各
議
員
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成　
年
４
月
か

２３

ら
１
年
間
、　
％
カ
ッ
ト
す
る
。

１０

上
峰
町
住
宅
運
営
委
員
会
委
員
の
選

上
峰
町
住
宅
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任任

同
意
に
つ
い

同
意
に
つ
い
てて

住　
　

所　
上
峰
町
大
字
堤
４
０
８
６－

４

氏　
　

名　

筒
井　

善
一

生
年
月
日　
昭
和　
年　
月　
日

１７

１２

１６

住　
　

所　
上
峰
町
大
字
坊
所
８
８
６－

１

氏　
　

名　

岡　
　

英
規

生
年
月
日　
昭
和　
年
３
月　
日

２２

２２

住　
　

所　
上
峰
町
大
字
坊
所
１
８
５
１－

３

氏　
　

名　

原　
　

秀
和

生
年
月
日　
昭
和　
年
３
月
６
日

４３

住　
　

所　
上
峰
町
大
字
前
牟
田
２
１
５
１－

１

氏　
　

名　

原
槙　

重
雄

生
年
月
日　
昭
和　
年　
月
２
日

１１

１０

（
全
員
同
意
）

町道グリーンレイクタウン１号線・２号線

　

議
会
よ
り
次
の
３
名
を
推
薦
し
ま
し
た
。

議　

員　
岡　
　
光
廣

議　

員　
寺
崎　
太
彦

議　

員　
原
田　
　
希

上
峰
町
消
防
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

上
峰
町
消
防
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つつ

いい
てて

　

教
育
長
の
給
料
を
平
成　
年
４
月
か
ら
１
年
間
、　
％
カ
ッ
ト
す

２３

１５

る
。 上

峰
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
料

上
峰
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
料
のの

支
給
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改

支
給
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

（
賛
成
多
数
）

住　
　

所　

上
峰
町
大
字
堤

２
２
２
５－

１

氏　
　

名　

矢
動
丸
壽
之

生
年
月
日　

昭
和　
年
２
月　
日

２０

２２

上
峰
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

上
峰
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つつ

いい
てて

（
同
意
多
数
）
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議
案
審
議 意　

見　

書

　
　
　

提
出
者　

上
峰
町
議
会
議
員　

碇　
　

勝　

征

（
全
員
賛
成
）

　

平
成　
年
１
月
１
日
に
厚
生

２２

労
働
省
が
発
表
し
た
２
０
０
８

年
度
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・

　

で
あ
り
、
人
口
を
維
持
す
る

３７の
に
必
要
な
２
・　
へ
の
回
復

０８

は
依
然
と
し
て
困
難
で
、
ま
さ

に
危
機
的
な
水
準
を
推
移
し
て

い
る
。

　

少
子
化
の
進
行
は
、
人
口
構

造
の
高
齢
化
や
将
来
の
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
も
つ
な
が
り
、

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
の
み
な

ら
ず
、
社
会
経
済
や
社
会
保
障

の
あ
り
方
に
も
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
子
育

て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
措
置
が
少
子
化
対
策
の
重

要
施
策
と
な
っ
て
お
り
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
制
度
は
、
公
的

医
療
保
険
制
度
を
補
完
す
る
制

度
と
し
て
全
国
の
多
く
の
自
治

体
で
実
施
さ
れ
、
乳
幼
児
の
健

全
な
育
成
と
児
童
福
祉
の
向
上

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
自
治
体
間
で
制
度

が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
住
む

地
域
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

児
童
期
ま
で
の
年
代
は
、
病

気
に
罹
り
や
す
く
、
ま
た
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
小
児
喘
息

な
ど
長
期
の
療
養
を
要
す
る
病

気
も
増
加
し
て
お
り
、
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
、
治
療

の
継
続
を
確
保
す
る
上
で
、
医

療
費
助
成
制
度
は
極
め
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る

「
８
０
２
０
」
運
動
の
達
成
の

た
め
に
は
、
永
久
歯
が
完
成
す

る
中
学
校
時
期
ま
で
の
口
腔
管

理
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
同
制
度
の
果
た
す

役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
方
公
共
団
体

の
施
策
を
一
層
充
実
さ
せ
、
子

ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
に
は
、
地
方
制
度
の

安
定
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
国
に
よ
る
支
援
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
当
面
、
国
に
よ
る
義
務
教

育
就
学
前
児
童
に
対
す
る
医
療

費
無
料
化
制
度
を
早
期
に
創
設

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　
条
９９

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

意
見
書
提
出
先

内
閣
総
理
大
臣

　

菅　
　
直
人　
様

財
務
大
臣野

田　
佳
彦　
様

厚
生
労
働
大
臣細

川　
律
夫　
様

総
務
大
臣片

山　
善
博　
様

要
望
事
項

１　
関
税
の
撤
廃
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

国
内
農
林
水
産
業
へ
の
壊

滅
的
な
影
響
を
与
え
る
の

み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
食

料
事
情
を
危
う
く
し
、
食

料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

も
、
国
民
の
生
活
を
危
機

的
状
況
に
追
い
込
む
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

拙
速
な
参
加
表
明
を
行
わ

な
い
こ
と
。

２　
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
に

つ
い
て
は
、
全
産
業
の
分

野
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
国
会
等
で
慎
重
に

審
議
す
る
と
と
も
に
国
民

に
対
し
詳
細
な
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
。

３　
今
後
の
国
際
貿
易
交
渉
に

あ
た
っ
て
は
、
『
「
多
様

な
農
林
水
産
業
の
共
存
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
食

料
安
全
保
障
の
確
保
を
図

る
な
ど
、
日
本
提
案
の
実

現
を
目
指
す
』
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
我
が
国
の
基
本

方
針
を
堅
持
し
、
食
の
安

全
・
安
定
供
給
、
食
料
自

給
率
の
向
上
、
国
内
の
農

林
水
産
業
の
将
来
に
わ
た

る
確
立
と
振
興
な
ど
を
損

な
わ
な
い
よ
う
に
対
応
す

る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　
条
99

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

意
見
書
提
出
先

内
閣
総
理
大
臣菅　

　
直
人　
様

衆
議
院
議
長横

路　
孝
弘　
様

参
議
院
議
長西

岡　
武
夫　
様

外
務
大
臣松

本　
剛
明　
様

農
林
水
産
大
臣鹿

野　
道
彦　
様

経
済
産
業
大
臣海

江
田
万
里　
様

内
閣
官
房
長
官枝

野　
幸
男　
様

国
家
戦
略
担
当
大
臣

玄
葉
光
一
郎　
様

国
に
よ
る
乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度

国
に
よ
る
乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度
のの

創
設
を
求
め
る
意
見

創
設
を
求
め
る
意
見
書書

環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）交渉参加へ環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）交渉参加へのの
慎重な対応を求める意見慎重な対応を求める意見書書

　　　提出者　上峰町議会議員
　岡　　光　廣

（全員賛成）
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桜
の
花
も
満
開
と
な
り
、
ま
さ

に
春
本
番
の
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
去
る
３
月　
日
に
発
生
し
た

１１

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
復
興
に
向
け
て
本

当
に
大
変
で
し
ょ
う
が
あ
き
ら
め

る
こ
と
な
く
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
世

界
中
か
ら
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ

て
も
ら
っ
て
お
り
、
真
に
『
人
類

愛
』
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

１
月
の
町
議
選
で
、
再
び
議
席

を
与
え
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は

議
長
の
大
役
を
仰
せ
付
か
り
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

我
町
は
未
だ
財
政
事
情
厳
し
き
お

り
、
節
約
を
心
が
け
な
が
ら
有
意

義
な
予
算
執
行
に
取
組
む
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見
に
十
分
耳
を
傾

け
て
お
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
改
選
後
、
議
会

構
成
の
協
議
を
は
じ
め
と
し
て

諸
々
の
事
が
ら
の
決
め
ご
と
が
一

段
落
し
た
か
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
初
の
３
月
定
例
議
会
が
始
ま
り
、

新
年
度
予
算
に
関
す
る
予
算
委
員

会
、
提
案
さ
れ
た
各
議
案
に
対
し

て
の
議
案
審
議
な
ど
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
、
お
か
げ
さ
ま
で
全

議
案
可
決
、
同
意
と
な
り
無
事
３

月
定
例
議
会
も
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
議
会
は
半
数
の
方
が
新
人
議

員
さ
ん
で
、
一
人
が　
歳
、
一
人

３１

が　
歳
と
若
く
、
こ
れ
ま
で
過
去

４５
４
期
私
が
最
年
少
者
で
し
た
が
今

回
や
っ
と
下
か
ら
３
番
目
と
な
り

ま
し
た
。
お
か
げ
で
議
会
の
平
均

年
齢
も
ず
い
ぶ
ん
若
返
り
し
て
い

ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
議
員

が
出
て
お
ら
れ
る
の
で
、
い
ろ
ん

な
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
そ

れ
が
明
日
の
上
峰
の
活
力
と
成
り

得
ま
す
よ
う
に
論
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
町
民
の

皆
様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
、
ご
支
援

い
た
だ
け
る
議
会
と
な
り
ま
す
よ

う
に
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議長 大川　隆城

就
任
挨
拶

就
任
挨
拶

就
任
挨
拶

就
任
挨
拶

平成23年平成23年 議案賛否表第１回臨時会・第１回定例会第１回臨時会・第１回定例会第１回臨時会・第１回定例会

９８７６５４３２１採 
決 
結 
果

議 
案 
番 
号

中
山　

五
雄

吉
富　
　

隆

岡　
　

光
廣

松
田　

俊
和

林　
　

眞
敏

碇　
　

勝
征

橋
本　

重
雄

寺
崎　

太
彦

原
田　
　

希件　　　　　名
○○○○○○○○同意監査委員の選任同意について１

○○○○○○○○○可決特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例２

○○○○○○○○○可決土地開発基金条例の一部を改正する条例３
○○○○○○○○○可決上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例４

○○○○○○○○○可決上峰町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例５

○○○○○○○○○認定町道路線の認定について６
○○○○○○○○○同意上峰町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について７
○○○○○○○○○同意上峰町営住宅運営委員会委員の選任同意について８
○○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町一般会計補正予算（第４号）９
○○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）１０
○○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町老人保健特別会計補正予算（第２号）１１
○○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）１２
○○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第４号）１３
○○○○○○○○○可決平成２３年度上峰町一般会計予算１４
○○○○○○○○○可決平成２３年度上峰町国民健康保険特別会計予算１５
○○○○○○○○○可決平成２３年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算１６
○○○○○○○○○可決平成２３年度上峰町土地取得特別会計予算１７
○○○○○○○○○可決平成２３年度上峰町農業集落排水特別会計予算１８
○○○○○○○○○可決上峰町議会委員会条例の一部を改正する条例１９

○○○○○○○○○可決上峰町議会議員の議員報酬の支給額の特例に関する条例の一部を改正する
条例２０

○○×○○○○○○可決上峰町教育委員会教育長の給料の支給額の特例に関する条例の一部を改正
する条例２１

○○××○○○○○同意上峰町教育委員会委員の選任について２２
○○○○○○○○○可決環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）交渉参加への慎重な対応を求める意見書－
○○○○○○○○○可決国による乳幼児医療費無料制度の創設を求める意見書－
○○○○○○○○○可決予算特別委員会審査報告－
○○○○○○○○○可決上峰町消防委員会委員の推薦について－

○は賛成　×は反対

議
案
審
議
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予
算
特
別
委
員
会
報
告

平　成
２３年度
平　成
２３年度

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
書

　

平
成　
年
３
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

２３

さ
れ
た
、
議
案
第　
号
平
成　
年
度
上
峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ

１４

２３

い
て
、
３
月
７
日
よ
り　
日
ま
で
の
５
日
間
、
委
員
会
を
開
催
し

１１

た
の
で
、
そ
の
経
過
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
採
決
の
結
果
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
と
り
、
全
員
賛
成
を
も
っ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
質
疑
・
意
見
お
よ
び
要
望
は

次
の
通
り
で
す
。

　
 
歳 
入 

総 
務 
課新

規
の
権
限
移
譲
事
務
事
業
は
、
議
会
へ
報
告
す
る
こ
と
。

新
た
に
権
限
移
譲
が
行
わ
れ
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
議

会
へ
報
告
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

税 
務 
課過

年
度
滞
納
に
つ
い
て
は
、
不
納
欠
損
と
な
ら
な
い
よ
う

に
努
力
す
る
こ
と
。

不
納
欠
損
は
税
の
平
等
性
か
ら
基
本
的
に
は
あ
っ
て
は
な

ら
ず
、
極
力
減
ら
す
よ
う
に
最
大
限
努
力
し
、
今
後
支
払

い
能
力
の
あ
る
人
に
は
、
不
動
産
は
も
ち
ろ
ん
預
貯
金
や

生
命
保
険
な
ど
の
財
産
調
査
を
積
極
的
に
実
施
し
、
分
納

誓
約
や
差
押
え
な
ど
に
よ
り
時
効
が
成
立
し
な
い
よ
う
に

佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
連
携
し
徴
収
に
全
力
を
挙

げ
て
い
き
ま
す
。

町
税
増
収
の
た
め
に
新
設
さ
れ
る
税
務
課
収
納
係
の
人
員

配
置
は
考
慮
す
る
こ
と
。

佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
で
習
得
し
た
滞
納
処
理
（
差

押
え
な
ど
）
の
知
識
を
発
揮
で
き
る
職
員
体
制
を
整
え
、

年
間
通
じ
て
の
徴
収
強
化
に
よ
り
徴
収
率
向
上
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

建 
設 
課住

宅
使
用
料
の
滞
納
は
、
速
や
か
に
住
宅
運
営
委
員
会
を

開
催
し
対
応
す
る
こ
と
。　

ま
た
、悪
質
滞
納
者
に
対
し
て

は
保
証
人
の
責
任
追
及
な
ど
を
行
い
、
明
渡
し
請
求
な
ど

条
例
に
沿
っ
た
事
務
を
お
こ
な
う
こ
と
。

住
宅
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
住
宅
運
営

委
員
会
を
開
催
し
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
滞
納
者
お

よ
び
そ
の
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
は
条
例
お
よ
び
町
営
住

宅
家
賃
等
滞
納
整
理
事
務
処
理
要
綱
に
基
づ
き
収
納
対
策

に
努
め
ま
す
。

委 
員 
長　

中
山　

五
雄

答 問

町営住宅

答 問答 問問

答
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予
算
特
別
委
員
会
報
告

教 
育 
課過

年
度
分
の
給
食
費
は
、
時
効
な
ど
の
措
置
に
な
ら
な
い

よ
う
分
納
誓
約
書
等
を
整
備
し
、
徴
収
に
努
力
す
る
こ
と
。

臨
戸
訪
問
を
行
い
徴
収
に
努
め
ま
す
。

生 
涯 
学 
習 
課

町
民
セ
ン
タ
ー
利
用
者
増
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
。

広
報
誌
な
ど
に
町
民
セ
ン
タ
ー
利
用
に
つ
い
て
の
記
事
を

掲
載
し
、
広
く
町
民
の
皆
様
に
P
R
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
町
民
セ
ン
タ
ー
利
用
者
に
配
布

し
ま
す
。
今
後
も
職
員
一
同
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　
 
歳 
出 

総 
務 
課消

防
車
購
入
経

費
は
、
各
種
補

助
な
ど
を
検
討

し
早
急
に
配
備

す
る
こ
と
。

国
・
県
や
財
団

な
ど
の
各
種
補

助
金
の
有
無
に

つ
い
て
、
再
度
確
認
し
て
配
備
し
て
い
き
ま
す
。

切
通
川
河
川
改

修
は
完
了
し
た

の
で
、
地
元
と

協
議
の
う
え
水

防
倉
庫
の
必
要

性
を
検
討
す
る

こ
と
。

今
後
、
地
元
と

協
議
し
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

企 
画 
課庁

舎
南
側
の
駐
車
場
は
、
契
約
期
間
満
了
を
契
機
に
買
い

上
げ
の
検
討
を
す
る
こ
と
。

検
討
し
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
積
み
立
て
に
努
力
す
る
こ
と
。

償
還
計
画
を
守
り
な
が
ら
、
財
政
調
整
・
減
債
・
公
共
施

設
な
ど
整
備
の
財
源
調
整
３
基
金
の
積
み
立
て
に
努
力
し

ま
す
。

日
韓
交
流
事
業
は
継
続
し
て
行
う
こ
と
。

青
少
年
の
日
韓
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
継
続

し
て
実
施
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
が
、
韓
国
で
の
口
蹄

疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
状
況
を
注
目
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

鎮
西
山
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
広
場
の

遊
具
は
、
事
故

発
生
が
な
い
よ

う
万
全
を
期
す

る
こ
と
。

点
検
・
補
修
に

努
め
ま
す
。

江
迎
公
園
の
浄
化
槽
は
、
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
を
検

討
す
る
こ
と
。

浄
化
槽
の
更
新
時
期
に
検
討
し
ま
す
。

住 
民 
課ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
騒
音
測
定
は
、
地
元
の
意
見
を
考
慮
し

た
う
え
で
測
定
箇
所
の
検
討
を
す
る
こ
と
。

問答

水防倉庫（九丁分）

消防自動車

鎮西山アスレチック広場

問答問答

問答問問 答答

問答問答問答問
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予
算
特
別
委
員
会
報
告

地
元
の
意
見
を
考
慮
し
、
佐
賀
県
循
環
型
社
会
推
進
課
な

ど
と
も
設
置
箇
所
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

戸
籍
の
電
算
化
は
、
早
急
に
着
手
す
る
こ
と
。

早
期
着
手
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

鳥
栖
・
三
養
基
西
部
環
境
施
設
の
移
設
は
、
議
会
へ
情
報

を
提
供
し
協
議
を
重
ね
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
。

協
議
を
重
ね
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

福 
祉 
課福

祉
関
係
予
算
は
、
弱
者
救
済
の
意
味
か
ら
も
充
実
す
る

こ
と
。

で
き
る
範
囲
で
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

建 
設 
課国

道　

号
線
の
拡
幅
工
事
は
、行
政・議
会
が
一
体
と
な
っ

３４

て
陳
情
、
要
望
す
る
こ
と
。

国
道　
号
線
切
通
交
差
点
等
の
整
備
は
、
期
成
会
に
よ
り

３４

要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
町
独
自
で
の
要
望
活

動
に
お
い
て
は
今
後
、
行
政
・
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
行

い
、
事
業
採
択
に
努
め
ま
す
。

各
地
区
に
委
託
し
て
い
る
集
落
緑
化
施
設
の
維
持
管
理
費

は
、
増
額
の
検
討
を
す
る
こ
と
。

平
成　
年
度
の
集
落
緑
化
施
設
の
維
持
管
理
費
は
、
対　

２３

２２

年
度
予
算
の
５
％
ア
ッ
プ
に
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
他
の
施
設
の
維
持
管
理
費
も
同
様
で
あ
り
、
今
後
も

他
の
施
設
に
合
わ
せ
な
が
ら
の
額
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

健 
康 
増 
進 
課

各
種
健
診
事
業
は
、
受
診
者
増
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
。

国
保
加
入
者
全
員
に
特
定
健
診
受
診
案
内
と
受
診
票
を
併

せ
て
郵
送
し
、
が
ん
検
診
は
全
て
の
医
療
保
険
で
の
受
診

も
可
能
と
し
て
お
り
、
広
報
誌
・
全
戸
回
覧
に
よ
り
健
診

日
程
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

産 
業 
商 
工 
課

町
内
産
業
振
興
の
た
め
に
、
各
部
会
の
協
力
を
得
て
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
検
討
す
る
こ
と
。

商
工
会
、
J
A
さ
が
、
そ
の
他
各
部
会
と
と
も
に
協
力
し

あ
い
、
祭
り
等
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
契
機
に
観
光
、
物
産
な
ど
の
P

R
を
検
討
す
る
こ
と
。

上
峰
町
内
に
あ
る
観
光
名
所
、
旧
跡
、
物
産
、
農
産
物
に

つ
い
て
P
R
し
て
い
き
ま
す
。
P
R
の
一
手
段
と
し
て
、

上
峰
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
新
鳥
栖
駅
観
光
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡

会
（
鳥
栖
市
観
光
協
会
、
新
鳥
栖
駅
内
）
を
通
じ
て
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

教 
育 
課教

育
関
係
予
算
は
、
将
来
を
担
う
人
材
を
育
て
る
意
味
か

ら
も
充
実
す
る
こ
と
。

そ
の
意
義
を
充
分
理
解
し
、
で
き
る
範
囲
で
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

A
L
T
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
良
い
人
材
を
複
数
年
採
用

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

委
託
会
社
と
協
議
し
、
検
討
し
ま
す
。

小
学
校
の
授
業
用
パ
ソ
コ
ン
は
、
台
数
の
充
実
を
検
討
す

る
こ
と
。

財
政
と
協
議

し
、
検
討
し

ま
す
。

パソコン授業風景

答問問問 答答答

問問問問 答 答 答

答答答 問 問 問

問答

答
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２万９千円
一般会計予算

衛生費
５億４，４５４万３千円（１６．５％）
保健衛生費　 ２億４，２１７万５千円
清掃費　 ２億９，４１１万６千円
上水道費　 ８２５万２千円

総務費
3億５，１９７万８千円（１０．７％）
総務管理費　 ２億４，４６１万４千円
徴税費　 ６，３１５万円
戸籍住民基本台帳費 ３，５９５万５千円
選挙費　 ７０９万７千円
その他　 １１６万２千円

民生費
９億１，６９２万７千円（２７．８％）
社会福祉費　 ４億３，８０５万８千円
児童福祉費　 ４億６，２１５万３千円
国民年金事務取扱費 １，６７１万６千円

その他
7億７，２４８万８千円（２３．６％）
議会費（議会活動）　 ８，７６８万９千円
商工費　 ２３８万４千円
消防費　 １億４，８４９万１千円
災害復旧費　 ２万円
公債費　 ５億２，３８２万８千円
予備費　 １，００７万６千円

農林水産業費
3億２，７５９万９千円（９．９％）
農業費　 ３億２，７４１万９千円
林業費　 １８万円

歳　出

予

算

土木費
７，５９８万６千円（２．３％）
土木管理費　 ２，８５０万３千円
道路橋梁費　 １，３１８万３千円
河川費　 ３１５万７千円
住宅費　 １，７８４万３千円
都市計画費　 １，３３０万円

教育費
3億３００万８千円（９．２％）
教育総務費　  ７，３９４万円
小学校費　 ３，２９０万６千円
中学校費　 ２，５６１万７千円
幼稚園費　 １，５３０万３千円
社会教育費　 ８，７８９万４千円
保健体育費　 ６，７３４万８千円
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特　別　会　計

３２億９，２５
平成２３年度

歳　入

農 業 集 落 排 水土 地 取 得後 期 高 齢 者 医 療国 民 健 康 保 険

５億２，２９４万８千円
【歳入】
・使用料及び手数料

１億２，４５０万円
・繰入金

 ２億８，４４６万３千円
・町債（借入金）

１億７２０万円
・その他　 ６７８万５千円

１万４千円
【歳入】
・財産収入　 １万１千円
・その他　 ３千円

８，１６３万８千円
【歳入】
・保険料 ６，３５３万８千円
・繰入金　 １，７７３万円
・その他　 ３７万円

９億２３１万６千円
【歳入】
・保険税

１億９，３４１万８千円
・国庫支出金

２億１，００８万７千円
・療養給付費交付金

６，１１０万６千円
・前期高齢者交付金

２億６１４万円
・共同事業交付金

１億２，３７４万３千円
・その他 　 １億７８２万２千円

【歳出】
・総務費

１億６，７１０万７千円
・公債費

３億４，６７０万５千円
・その他　 ９１３万６千円

【歳出】
・土木費　 １万３千円
・予備費　 １千円

【歳出】
・広域連合納付金

　８，０８６万８千円
・その他　 ７７万円

【歳出】
・保険給付費

６億２，２５４万８千円
・後期高齢者支援金等

８，０８２万６千円
・共同事業拠出金

１億２，３７４万７千円
・その他　　  ７，５１９万５千円

予

算
庁舎展望台から南側を望む

３２億９，２５２万９千円
町　　　税　　　１２億４，２９９万３千円
地方交付税　　　　　８億４，９６０万円
分担金及び負担金　　５，６５８万１千円
使用料及び手数料　　６，５９６万６千円
国庫支出金　　　　 ３億３７１万９千円
県  支  出  金　　　　 ２億７６１万７千円
繰　入　金　　　　　６，９６８万３千円
町債（借入金）　　 ２億４，３７３万６千円
そ　の　他　　　 ２億５，２６３万４千円
（地方消費税交付金など）
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予

算

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

合　計
35億9,190万

6千円

地方交付税
8億7,435万6千円

24.3%国庫支出金
3億710万4千円 8.5%

その他
4億3,907万円

12.2%

町債
4億6,187万円 12.9%

町　税
12億1,964万3千円

34.0%
繰入金

8,538万8千円 2.4%

県支出金
2億447万5千円 5.7%

入るお金

使うお金

合　計
35億9,190万

6千円

民生費
8億4,399万

6千円
23.5%

衛生費
5億850万
8千円
14.2%

公債費
5億541万2千円

14.1%

農林水産業費
3億3,799万3千円 9.4%

総務費
5億1,221万

4千円
14.3%

その他
2億790万2千円 5.7%

商工費
2億6,230万6千円 7.3%

土木費
7,521万9千円 2.1%

教育費
3億3,835万6千円 9.4%

歳　入（増額のみ）
◎法人町民税…………………１，４０２万１千円

◎地方交付税…………………１，７１２万６千円

◎国庫補助金
きめ細かな交付金…………１，６６８万６千円
住民生活に光をそそぐ交付金

…………１，３６５万６千円

◎宝くじ収益金配分金………１，２６６万６千円

６，０２８万７千円増額して

総額３５億９，１９０万６千円となる
補正予算の主なものは…

 一　般　会　計  本会期までの累計 

補 正 予 算平成２２年度

 特　別　会　計 
老 人 保 健 特 別 会 計国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

１０万２千円を減額し、４３０万２千円となる３，４１２万８千円を減額し、９億５，２７４万円となる
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

４８万１千円を減額し、５億２，４２１万５千円となる３千円を減額し、８，０６３万４千円となる

歳　出（増額のみ）
◎庁舎電話交換機取替経費……４８５万１千円

◎財政調整基金積立金………６，５２２万２千円

◎固定資産税還付金…………………３５０万円

◎西峰東西２号線拡幅工事…１，１７１万６千円

◎西峰地区用悪水路整備工事…１０８万２千円

◎小学校プール循環装置改修…２３５万１千円

◎小学校図書購入……………………１５０万円

◎中学校図書購入……………………１５０万円

◎ふるさと学館空調工事………４１６万４千円

◎ふるさと学館図書購入………３９２万９千円

◎体育センター水銀灯改修…………２７０万円

予

算
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議
員

　

町
の
活
性
化
の
た
め
に
お

た
っ
し
ゃ
館
の
駐
車
場
の
一
部

を
利
用
し
、
町
民
市
み
た
い
な

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
。

渡
邉
産
業
商
工
課
長

　

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。お
た
っ
し
ゃ
館
は
人
々

の
交
流
の
拠
点
と
し
て
集
う
場

所
で
あ
り
、
駐
車
場
確
保
の
問

題
を
ク
リ
ア
し
て
発
展
持
続
し

て
い
け
ば
、
町
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

武
廣
町
長

　

お
た
っ
し
ゃ
館
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
と
合
せ
て
そ
う
し
た
催
し

の
開
催
に
つ
い
て
可
能
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
共
も
町
の

活
性
化
に
寄
与
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
理
事
会
評
議
員
会
の
理

解
を
賜
る
中
で
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

議
員

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
鎮
西
山
の

桜
の
木
に
ボ
ン
ボ
リ
や
ラ
イ
ト

を
付
け
た
ら
と
質
問
を
し
て
い

ま
し
た
が
、　

日
に
東
日
本
大

１１

震
災
が
起
き
日
本
中
が
大
変
な

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

節
電
の
た
め
に
も
今
年
は
取
り

や
め
て
大
震
災
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
少
し
で
も
寄
附
が
で
き

る
よ
う
募
金
箱
の
設
置
を
し
た

ら
と
思
う
が
。

武
廣
町
長

　

鎮
西
山
の
桜
も
大
き
く
な
り

ボ
ン
ボ
リ
を
灯
し
て
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
町
の
財

政
が
厳
し
い
お
り
町
民
の
皆
様

が
少
し
で
も
明
る
さ
を
取
り
戻

し
町
の
賑
わ
い
回
復
の
た
め
に

積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
震
災

一一　般　質　問一一　般　質　問

そ 聞き聞きそこが聞きたい

町の活性化について

前向きに取り組んでいきたい答答答答答答答答答答答答答答答答

中山　五雄 議員

鎮西山の利用について

答答答答答答答答答答答答答答答答 11日の大震災のため

自粛すべきと思う

一
般
質
問

議
員

　

○
不
登
校
の
生
徒
は
い
な
い

の
か

　

○
い
じ
め
は
な
い
の
か

　

○
学
校
に
問
題
は
な
い
か

　

○
教
育
委
員
に
つ
い
て
早
急

に
つ
く
る
べ
き
と
思
う
が

高
島
教
育
副
課
長

　

不
登
校
の
状
況
と
し
ま
し
て

現
在
、
小
学
校
に
３
名
中
学
校

に
４
名
の
対
象
者
が
お
り
ま
す
。

定
期
的
面
談
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
い
じ
め
に
つ
い
て
は

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

吉
田
教
育
長

　

「
学
校
に
問
題
は
な
い
か
」

の
件
で
、
昨
年
体
罰
が
あ
っ
た

と
親
御
さ
ん
か
ら
学
校
側
に
申

し
入
れ
が
あ
り
、
数
ヵ
月
に

渡
っ
て
解
決
に
当
っ
た
事
例
が

１
件
あ
り
ま
し
た
。
今
後
問
題

あ
る
教
師
に
つ
き
ま
し
て
は
十

分
に
配
慮
し
な
が
ら
指
導
し
て

い
き
た
い
。

議
員

　

中
に
は
い
ろ
ん
な
子
ど
も
さ

ん
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
の
が

教
師
の
務
め
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
が
。

吉
田
教
育
長

　

町
の
学
校
単
位
で
研
修
会
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
ん

な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
よ
う

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

武
廣
町
長

　

今
現
在
５
人
の
う
ち
３
人
の

委
員
さ
ん
し
か
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
早
急
に
委
員
さ
ん
を

選
任
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

の
影
響
を
受
け
て
自
粛
す
べ
き

き
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。
今

現
在
、
町
民
セ
ン
タ
ー
・
庁

舎
・
ふ
る
さ
と
学
館
に
設
置
準

備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

答答答答答答答答答答答答答答答答

今
後
問
題
の
あ
る
教
師
に

つ
き
ま
し
て
は
指
導
し
て

い
き
ま
す

鎮西山



第 １５７ 号 上 峰 町 議 会 だ よ り 平成２３年４月２５日発行 １４（　）

施
政
方
針
の
中
か
ら
、町
工
業
用
地
取
得

造
成
分
譲
特
別
会
計
分（
ホ
リ
カ
ワ
社
）、

な
ぜ
10
年
間
も
元
金
償
還
し
な
か
っ
た
の
か

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

土
地
売
却
の
環
境
悪
化
に
よ
り

売
却
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
遅
れ
た

一
般
質
問

議
員

　

こ
の
会
計
は
、
ホ
リ
カ
ワ
社

の
補
償
対
応
だ
が
３
億
１
千
万

円
の
中
身
は
。

北
島
企
画
課
長

　

１
億
円
が
移
転
費
、
２
億
１

万
円
が
土
地
代
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

　

い
わ
ゆ
る
他
事
業
へ
投
資
し

た
た
め
、
償
還
遅
滞
し
た
と
思

う
が
、
借
金
の
借
り
換
え
の
経

緯
は
。

武
廣
町
長

　

ホ
リ
カ
ワ
産
業
跡
地
の
起
債

借
り
換
え
は
、
様
々
問
題
も

あ
っ
た
が
結
果
と
し
て
、
総
務

大
臣
、
県
知
事
の
ご
高
配
を
賜

り
、
借
り
換
え
手
続
で
き
ま
し

た
。
報
道
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に

供
上
峰
町
借
金
ピ
ン
チ
僑
単
年

度
赤
字
、
繰
り
上
げ
充
用
（
次

年
度
の
収
入
を
あ
て
る
）
を
す

る
し
か
手
だ
て
が
な
い
よ
う
な

状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、

上
峰
町
の
危
機
的
状
況
を
回
避

で
き
安
堵
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

財
政
状
況
き
び
し
い
中
で
の

償
還
に
支
障
を
来
し
た
こ
と
は
、

箱
物
大
型
事
業
の
実
績
は
認
め

ら
れ
る
が
、
前
後
の
取
り
組
み

姿
勢
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
、

結
果
と
し
て
、
公
債
費
（
借
金

返
済
額
）
、
実
質
公
債
費
比
率

（
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済
額

の
割
合
）
の
押
し
上
げ
要
因
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り

組
み
は
。

武
廣
町
長

　

公
共
用
地
を
開
発
公
社
で
先

行
取
得
し
、
供
用
開
始
前
に
即

座
に
買
い
戻
す
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
老
人
福
祉

施
設
は
す
で
に
供
用
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
県
か
ら
厳
し
い

指
導
が
あ
り
、
「
ヤ
ミ
起
債
」

の
形
で
、
一
般
論
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
。
実
質
公
債
費

比
率
お
し
あ
げ
の
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成　
年
度
よ
り

２３

５
ヵ
年
で
、
買
い
戻
し
を
実
現

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

教
育
現
場
よ
り
信
頼
さ
れ
る

指
導
機
関
で
あ
る
べ
き
、
欠
員

補
充
す
る
こ
と
で
確
立
さ
れ
る

と
思
う
。
小
学
校
で
問
題
発
生

し
た
よ
う
だ
が
、
現
場
の
先
生

達
の
責
務
は
あ
ろ
う
が
総
括
的

な
責
任
は
教
育
長
に
当
然
で
て

く
る
こ
と
に
な
る
。
以
前
中
学

校
で
事
故
発
生
し
た
中
で
、
現

場
校
長
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、

教
育
長
も
日
々
保
護
者
に
接
触

し
、
よ
く
対
応
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

問
題
発
生
時
に
は
教
育
長
の

責
務
は
あ
る
と
思
う
が
。

吉
田
教
育
長

　

示
唆
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
十
分
踏
ま
え

な
が
ら
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す

が
、
一
た
ん
援
急
と
い
う
処
遇

に
対
し
て
、
今
大
い
に
ま
た
更

に
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。

◇
ほ
か
に

・
公
約
に
つ
い
て

・
機
構
改
革
に
つ
い
て

・
合
併
に
つ
い
て

・
百
条
委
員
会
に
つ
い
て

碇　　勝征 議員

教育委員が２年近く欠員状況にあるが、
支障はないのか

答答答答答答答答答答答答答答答答 規則３条では５人の委員｡私ども３人以上で規則上はなっています。
同４条で､委員の内に保護者である者が含まれることになっている。
町長に委員会が開かれる毎に協議を重ねています。監督官庁､教育
事務所の協力を得て事務などをやっています。

ホリカワ産業跡地

中
央
公
園
内
の
老
人
福
祉
施
設
が
、

11
年
間
も
元
利
償
還
さ
れ
な
か
っ
た
か

答答答答答答答答答答答答答答答答
こ
の
土
地
の
買
い
戻
し
よ
り
優
先

す
べ
き
事
柄
が
多
か
っ
た
為
に
遅
れ
た

授業風景

財政調整基金(町の台所貯金)の流れは!!財調基金は非常事態時に充てる
資金で､事業遂行する場合はあらゆる補助金などを活用してやるべきだ。
経費節減し徹底的に無駄排除し、自主財源確保に努めるべし

答答答答答答答答答答答答答答答答 財調基金の流れは、平成10年度で１億５千万円ございました。Ｈ16年度で980万円に
落ち込みました。平成22年度で２億３千万円まで復活しました。今後の起債（借金）
償還のために「減償基金」も充実させていきます。
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一
般
質
問

議
員

　

武
廣
町
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
、

市
町
村
合
併
の
取
り
組
み
は
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
行
っ
て
き
た

か
。

武
廣
町
長

　

合
併
へ
の
環
境
が
、
整
っ
て

い
る
か
と
考
え
る
時
に
、
本
町

の
財
政
的
な
問
題
が
一
番
の
支

障
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
広
域
行
政
の
面
に
お
い

て
、
他
市
町
と
一
体
感
を
醸
成

す
る
こ
と
に
努
め
な
が
ら
、
本

町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

財
政
健
全
化
計
画
等
を
し
っ
か

り
と
作
り
な
が
ら
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

合
併
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
い
つ
ご
ろ

と
る
予
定
か
。

武
廣
町
長

　

合
併
に
向
け
て
の
健
全
化
の

計
画
を
、
ま
ず
第
一
義
的
に
進

め
る
こ
と
か
ら
始
め
、
計
画
策

定
を
行
っ
た
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
し
て
、
何
年
い
つ
い
つ

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
い
う

こ
と
を
申
し
上
げ
る
つ
も
り
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
期
限
は
切

ら
ず
、
４
年
間
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の

期
間
内
に
実
施
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

小
学
校
・
中
学
校
と
も
校
舎

を
建
築
さ
れ
て
、
結
構
長
い
期

間
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、
改

修
の
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
。

高
島
教
育
課
副
課
長

　

現
在
の
小
学
校
は
、
昭
和　
５０

年
に
北
校
舎
、
昭
和　
年
に
南

５４

校
舎
、
昭
和　
年
に
体
育
館
を

６０

建
設
し
、
平
成　
年
・　
年
に

１０

１１

北
校
舎
内
部
、
外
壁
の
改
修
、

平
成　
年
に
南
校
舎
の
教
室
床

１６

張
り
か
え
、
平
成　
年
に
耐
震

２２

補
強
工
事
を
行
い
、
今
後
の
改

修
工
事
と
し
て
は
、
町
の
中
期

財
政
計
画
で
、
平
成　
年
・　

３０

３１

年
に
、
南
校
舎
の
内
部
・
外
部

改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
中

学
校
は
、
昭
和　
年
に
校
舎
、

５２

平
成
９
年
に
体
育
館
を
建
設
、

平
成　
年
に
耐
震
補
強
工
事
と

２２

教
室
な
ど
の
床
張
り
か
え
改
修

工
事
を
実
施
し
、
今
後
は
平
成

　

年
・　
年
に
校
舎
の
内
部
・

２８

２９

外
部
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
ほ
か
に

・
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の
道
路

補
修
に
つ
い
て

・
小
学
校
北
入
口
の
歩
道
の
整

備
に
つ
い
て

本町の財政的な問題が支障となり
進んでいない

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

市町村合併の進捗状況は

橋本　重雄 議員

小
・
中
学
校
校
舎
の
改
修
の
必
要
性
は

答答答答答答答答答答答答答答答答

平
成
28
年
度
よ
り
計
画
的
に
改
修
工
事
に
取
り
組
む

庁　舎

上峰中学校

上峰小学校
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広
報
紙
は
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
る
か

毎
月
発
行
へ
の
対
応
を
検
討

答答答答答答答答答答答答答答答答答答
議
員

　

現
在
隔
月
に
発
行
さ
れ
て
い

る
広
報
紙
は
、
住
民
の
知
る
権

利
に
十
分
応
え
て
い
る
か
。

２
ヵ
月
に
１
回
の
発
行
は
適
正

で
あ
る
か
。

池
田
総
務
課
長

　

で
き
る
限
り
情
報
の
発
信
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
広
報
紙
を
発
刊
し
た
後
に
、

至
急
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、

全
戸
配
布
な
ど
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
財
政
状
況
に
よ

り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

月
に
１
回
の
発
刊
に
な
る
よ
う

に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

広
報
紙
は
新
聞
と
同
じ
く
、

毎
月
見
て
把
握
で
き
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
紙

の
質
・
枚
数
な
ど
に
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ぜ
ひ
毎
月
発
行

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

武
廣
町
長

　

な
る
べ
く
早
い
段
階
で
毎
月

の
発
行
に
切
り
替
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

自
主
防
災
と
い
う
の
は
、
災

害
が
起
こ
っ
た
時
、
住
民
は
ど

の
よ
う
に
行
動
し
、
ど
の
よ
う

に
避
難
す
る
の
か
な
ど
の
考
え

方
が
確
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

池
田
総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
の
状
況
は
、
災
害

時
に
区
長
に
連
絡
網
で
伝
達
し

て
対
処
す
る
と
い
う
方
法
を
現

在
ま
で
と
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
地
震
災
害

な
ど
を
勘
案
し
ま
す
と
、
是
非

と
も
各
地
区
に
お
き
ま
し
て
自

主
防
災
組
織
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

武
廣
町
長

　

上
峰
町
に
お
い
て
も
、
大
雨

が
降
れ
ば
土
砂
災
害
な
ど
も
予

測
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
刻
も
早

く
自
主
防
災
組
織
の
確
立
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
的
な
研
修
を
受
け
て
お

ら
れ
る
防
災
士
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
今
後
、
自
主
防
災
組
織

の
確
立
に
向
け
、
町
と
し
て
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◇
ほ
か
に

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

・
要
援
護
者
に
つ
い
て

林　　眞敏 議員

一
般
質
問

災害危機管理・自主防災の基本的な
考え方について

答答答答答答答答答答答答答答答答 組織の確立に向け努力

平常時

地域内の安全点検

防災知識の普及・啓発

防災訓練

初期消火

避難誘導

救出・救助

情報の収集・伝達

避難所の管理・運営

災害時

自主防災組織の役割
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一
般
質
問

議
員

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、
今

後
の
考
え
は
。

池
田
総
務
課
長

　

行
政
の
効
率
化
は
、
機
構
改

革
に
よ
る
課
の
再
編
を
し
、
職

員
数
を
抑
え
、
人
件
費
の
抑
制

に
つ
な
が
り
、
同
時
に
各
課
の

所
掌
事
務
を
精
査
し
、
課
の
再

編
と
あ
わ
せ
て
事
務
の
見
直
し

を
行
い
、
今
後
、
目
に
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
、
効
果
が
上
が
っ

て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次

に
財
政
面
で
は
、
各
課
で
同
様

な
委
託
業
務
、
道
路
や
側
溝
工

事
を
一
括
し
て
入
札
を
行
う
。

ま
た
水
道
料
金
体
系
の
見
直
し
、

そ
れ
に
処
理
施
設
の
一
括
入
札

な
ど
で
軽
減
を
図
り
ま
す
。

議
員

　

行
政
改
革
で
、
休
職
者
が
い

る
中
、
職
員
が
減
り
、
大
丈
夫

か
。

池
田
総
務
課
長

　

教
育
課
で
は
、
一
人
退
職
、

一
人
休
職
中
で
あ
り
、
４
月
の

機
構
改
革
で
解
消
し
た
い
。

議
員

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
は
。

池
田
総
務
課
長

　

厳
し
い
財
政
事
情
で
あ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
で
き

る
限
り
堅
持
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
に

は
、
町
民
の
協
力
が
必
要
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
な
る
よ
う
に
。

議
員

　

町
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

川
原
健
康
増
進
課
長

　

特
定
健
診
な
ら
び
に
特
定
保

健
指
導
で
、
健
康
保
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
受
診
率
は
、
健
診

　

％
、
保
健
指
導
は
、　

％
台

４５

９０

を
確
保
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

議
員

　

県
下
で
、
高
い
受
診
率
で
も
、

約
半
分
し
か
受
診
し
て
い
な
い

理
由
は
。

川
原
健
康
増
進
課
長

　

町
内
に
医
療
機
関
が
多
く
、

日
常
的
に
か
か
っ
て
い
る
の
が

理
由
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

方
々
に
健
診
を
受
診
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

議
員

　

受
診
率
の
向
上
で
、
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
更
に

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

　

消
火
柱
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
状

況
は
。

池
田
総
務
課
長

　

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
は
、　

基
１１４

の
消
火
栓
す
べ
て
に
配
置
し
た

と
こ
ろ
で
、
消
防
団
に
は
点
検

し
、
地
区
の
方
々
に
取
り
扱
い

の
指
導
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

議
員

　

ボ
ッ
ク
ス
内
の
ホ
ー
ス
が
、

老
朽
化
し
て
い
る
が
。

池
田
総
務
課
長

　

消
防
団
で
点
検
し
、
順
次
更

新
を
図
り
ま
す
。

議
員

　

Ａ
E
D
の
設
置
状
況
は
。

池
田
総
務
課
長

　

小
・
中
学
校
、
町
民
セ
ン

タ
ー
、
役
場
、
お
た
っ
し
ゃ
館

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

役
場
の
ど
こ
に
設
置
し
て
い

る
の
か
。

池
田
総
務
課
長

　

消
防
車
に
搭
載
し
て
い
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
役
場
内
に
設

置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

議
員

　

A
E
D
や
蘇
生
法
の
講
習
は
。

鶴
田
教
育
次
長

　

２
回
ほ
ど
や
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

命
の
大
切
さ
な
ど
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
講
習
な
ど

を
で
き
る
だ
け
充
実
し
て
ほ
し

い
。

寺崎　太彦 議員

行財政改革について

課の再編、財政の効率化答答答答答答答答答答答答答答答答

健
康
増
進
は

答答答答答答答答答答答答答答答答

健
康
保
持
に
努
め
る

健　診

安心安全な町づくり

答答答答答答答答答答答答答答答答 各機関と協力する
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町
づ
く
り
と
町
の
方
向
性
に
つ
い
て

町
の
財
政
状
況
の
解
決
を
優
先
的
に
考
え
る

答答答答答答答答答答答答答答答答答答
議
員

　

町
村
合
併
に
つ
い
て
は
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、
先

の
議
会
で
約
束
を
さ
れ
て
い
た

が
、
い
ま
だ
に
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

武
廣
町
長

　

合
併
に
つ
い
て
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
申
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
周
辺
町
か
ら

は
財
政
の
悪
化
が
弊
害
と
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

財
政
改
善
の
後
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
員

　

地
方
分
権
は
着
々
と
進
ん
で

い
る
な
か
、
合
併
は
避
け
て
通

れ
な
い
の
で
合
併
推
進
協
議
会

な
ど
の
設
立
の
考
え
は
。

武
廣
町
長

　

合
併
推
進
協
議
会
の
設
立
は
、

今
後
の
合
併
の
話
に
よ
り
考
慮

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

議
員
は
新
年
度
も
財
政
状
況

に
鑑
み
、
報
酬
の　

％
カ
ッ
ト

１０

を
し
た
。
議
員
政
治
倫
理
条
例

を
設
け
て
、
議
員
自
ら
納
税
に

努
め
る
よ
う
定
め
て
い
る
が
、

平
成　

年
１
月
１
日
時
点
で
、

２３

議
員
の
中
で
の
滞
納
者
が
い
た

と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
は
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
一
安
心
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
住
民
の
模
範
と

な
る
よ
う
納
税
を
促
す
よ
う
努

め
て
く
だ
さ
い
。
議
員
の
滞
納

に
つ
い
て
は
、
全
員
協
議
会
で

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問

税収対策について

答答答答答答答答答答答答答答答答 佐賀県滞納整理推進機構の活用を含め強化、
また新年度から徴収専門の係を設置

吉富　　隆 議員

議　場

平成２２年度　滞納状況

　　　◎住民税
３６，２９９，４１９円　　　

　　　◎固定資産税
６７，８５７，７４７円　　　

　　　◎軽自動車税
２，２４８，５００円　　　

　　　◎国民健康保険税
５８，６１０，７８６円　　　

平成２３年３月末現在　 税務課
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議
員

　

地
域
主
権
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
・
取
組
み
、
ま
た

今
後
の
取
組
み
は
。

武
廣
町
長

　

行
政
主
導
と
い
う
こ
と
で
な

く
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
諮
り

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
視
点
と

い
う
の
は
必
要
じ
ゃ
な
い
か
、

と
思
う
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
住
民
自
治
が
さ
ら
に

進
み
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

加
速
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員

　

こ
れ
か
ら
は
、行
政・議
会・

町
民
こ
の
３
者
の
対
話
、
情
報

の
共
有
と
い
う
の
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

武
廣
町
長

　

ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ
り

ま
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
直

接
の
対
話
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
４
月
か
ら
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
賜
る
場

所
を
設
定
す
る
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
ま
す
し
、
今
後
の
道

筋
に
つ
い
て
も
、
皆
様
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
直
接
の
声
を

受
け
な
が
ら
、
運
営
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

議
員

　

待
機
児
童
が
過
去
最
多
と
報

道
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
上
峰

町
の
状
況
は
。

福
島
住
民
課
長

　
　
年
度　
人
の
申
し
込
み
が

２３

２４５

あ
り　
名
が
町
内
及
び
広
域
入

１９３

所
内
定
、
残
り　
名
中　
名
が

５２

３２

広
域
に
ほ
ぼ
内
定
。
残
り　
名
２０

は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

広
域
に
問
い
合
わ
せ
、
全
員
が

入
所
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

議
員

　

町
内
の
保
育
所
を
希
望
し
て

お
ら
れ
て
、
定
員
が
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
場
合
、
町
外
の
保
育
所

を
勧
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

福
島
住
民
課
長

　

最
終
的
に
は
、
町
内
で
無
理

な
場
合
は
広
域
で
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
ま
す
。
全
員
入
所

で
き
る
よ
う
な
こ
と
で
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。

議
員

　

「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
何
か
考
え
を

持
っ
て
い
ま
す
か
。

福
島
住
民
課
長

　

保
育
の
場
所
の
人
数
が
要
望

よ
り
少
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
増

設
は
、
費
用
ま
た
時
間
も
か
か

る
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
広

域
で
の
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。「
認
定
こ
ど
も
園
」に
つ
き

ま
し
て
も
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員

　

不
登
校
・
い
じ
め
・
体
罰
な

ど
は
な
い
で
す
か
。

高
島
教
育
課
副
課
長

　

不
登
校
が
小
学
校
に
３
名
、

中
学
校
に
４
名
お
り
ま
す
。
い

じ
め
に
つ
い
て
深
刻
な
事
例
な

ど
報
告
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

吉
田
教
育
長

　

体
罰
に
つ
き
ま
し
て
昨
年　
１１

月
の
終
り
に
小
学
校
で
発
生
し

ま
し
た
。
現
在
、
保
護
者
の
ご

理
解
を
得
て
、
解
決
し
た
状
況

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う

問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
十
分

な
指
導
・
管
理
を
し
て
い
き
た

い
。

一
般
質
問

地域主権について

協働の取組みを進める答答答答答答答答答答答答答答答答

原田　　希 議員

学校教育について

答答答答答答答答答答答答答答答答 十分な指導・管理をしていく

待
機
児
童
の
有
無
・
人
数
は

答答答答答答答答答答答答答答答答

現
在
20
名
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町
長
の
施
政
方
針
（
全
般
）

行
政
の
守
備
範
囲
を
定
め
事
業
を
展
開

「
骨
と
皮
だ
け
の
表
現
」

答答答答答答答答答答答答答答答答答答
議
員

　

逼
迫
財
政
状
況
か
ら
健
康
体

に
回
復
さ
せ
る
施
策
は
。

武
廣
町
長

　

収
入
増
の
施
策
と
支
出
減
の

施
策
が
大
切
。
町
税
収
入
の
確

保
は
、
滞
納
額
の
縮
減
を
図
る

た
め
に
、
滞
納
処
分
の
早
期
着

手
を
図
り
収
納
機
会
の
環
境
を

整
え
る
た
め
、
収
納
係
を
４
月

１
日
か
ら
設
置
し
ま
す
。
差
し

押
え
物
件
の
換
価
を
推
進
し
、

負
担
の
公
平
と
財
源
確
保
「
受

益
者
負
担
の
適
正
化
」
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
企
業
誘

致
の
促
進
、
一
般
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
国
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

　

支
出
減
の
施
策
は
交
付
金
の

活
用
「
緊
急
雇
用
基
金
」
な
ど

を
利
用
し
一
般
財
源
の
持
ち
出

し
を
極
力
仰
え
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

財
政
健
全
化
を
意
識
し
た
事

業
手
法
に
よ
る
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
拡
充
と
は
。

武
廣
町
長

　

将
来
に
負
担
を
強
い
る
こ
と

の
な
い
事
業
を
厳
選
し
、
緊
急

雇
用
基
金
な
ど
を
利
用
実
施
し

ま
す
。

※
例
え
ば
「
放
課
後
児
童
対
象

事
業
」
２
ク
ラ
ス
制
導
入
。

議
員

　

償
還
計
画
平
成　

年
度
ピ
ー

２３

ク
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

降
の
計
画
は
。

武
廣
町
長

　

平
成　
年
度
８
億
４
千　
万

２２

２５０

８
千　
円
の
償
還
額
。
未
償
還

５８４

額
が　
億
３
千　
万
６
千　
円
。

９２

６８１

３９１

平
成　
年
度
が
８
億
４
千　
万

２３

６３６

９
千　
円
の
予
定
償
還
額
で
す
。

８６

未
償
還
額
が　
億
６
千　
万
４

８５

２０２

千　
円
、
平
成　
年
度
以
降
は

５０７

２４

な
だ
ら
か
に
低
減
し
て
い
く
計

画
で
す
。

議
員

　

町
政
運
営
の
基
本
理
念
、
考

え
方
は
。

武
廣
町
長

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
事
に
当
っ

て
い
き
、
協
働
の
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

議
員

　

町
長
は
公
約
に
「
町
民
と
の

絆
を
つ
な
ぐ
町
づ
く
り
、
町
民

の
た
め
の
町
政
、
町
民
が
主
役

の
町
政
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
具
体
的
に
。

武
廣
町
長

　

報
告
会
な
ど
の
趣
旨
を
織
り

ま
ぜ
た
形
で
実
現
し
た
い
と
思

い
ま
す
。「
意
見
交
換
で
き
る

場
を
作
る
」

議
員

　

第
４
次
総
合
計
画
策
定
は
。

武
廣
町
長

　

総
合
計
画
策
定
は
４
月
ス

タ
ー
ト
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
６
月
に
実
施
し
、
７
月
に

各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
８
月

に
基
本
構
想
の
原
案
を
策
定
。

９
月
以
降
は
幹
事
会
、
審
議
会

な
ど
を
開
催
し
て
平
成　
年
３

２４

月
議
会
に
上
程
す
る
計
画
予
定
。

議
員

　

町
村
合
併
協
議
の
進
展
は
。

武
廣
町
長

　

財
政
状
況
の
現
状
が
他
町
と

の
合
併
進
展
の
妨
げ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
健
全
化
の
道
筋

を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
第
一
。

議
員

　

町
村
合
併
の
意
志
を
他
町
へ

伝
え
て
い
く
た
め
、
合
併
推
進

の
協
議
会
設
置
の
議
決
を
す
る

の
が
先
決
と
思
い
ま
す
が
、
計

画
は
。

武
廣
町
長

　

推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

取
組
ん
で
い
く
べ
き
と
思
っ
て

い
ま
す
。

議
員

　

国
際
交
流
事
業
の
今
後
の
取

組
み
は
。

北
島
企
画
課
長

　

日
韓
交
流
事
業
は
、
相
互
の

文
化
歴
史
の
理
解
と
親
善
を
図

り
、
相
互
利
益
と
発
展
に
貢
献

い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

武
廣
町
長

　

韓
国
で
口
蹄
疫
な
ど
の
被
害

が
あ
っ
て
い
る
と
聞
き
、
当
町

の
機
関
か
ら
国
際
交
流
は
見
合

わ
せ
る
べ
き
と
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
が
、
青
少
年
の
交
流
事
業

は
継
続
実
施
し
ま
す
。

一
般
質
問

岡　光廣 議員

国際交流
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議
員

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
書
に

２３

基
づ
く
今
後
の
考
え
は
。

北
島
企
画
課
長

　

今
後
の
町
の
財
政
状
況
が
劇

的
に
好
転
す
る
こ
と
は
考
え
に

く
く
、
現
行
の
財
政
運
営
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

公
的
な
機
関
・
組
織
に
限
り

補
助
金
的
面
を
先
行
し
て
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
に
戻
さ
れ
た
根
拠
は
。

武
廣
町
長

　

予
算
編
成
に
お
い
て
増
額
で

は
な
く
、
も
と
の
形
に
徐
々
に

戻
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
、
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
員

　

個
人
住
民
税
額
が　

年
度
比

２２

３
千　

万
円
減
と
な
っ
て
お
り

３００

ま
す
が
今
後
の
努
力
は
。

武
廣
町
長

　

住
民
増
加
の
手
段
と
し
て
町

内
へ
子
育
て
世
代
の
家
族
転
入

を
図
る
た
め
子
育
て
支
援
の
充

実
を
、
よ
り
図
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘

致
等
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

議
員

　

箱
物
建
設
を
除
き
新
規
に
行

事
的
面
、
事
業
的
面
を
施
行
さ

れ
る
考
え
は
。

武
廣
町
長

　

町
民
の
安
心
・
安
全
に
資
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

議
員

　

３
月　

日
に
九
州
新
幹
線
が

１２

全
面
開
通
し
、
近
く
に
新
鳥
栖

駅
が
で
き
、
町
と
し
て
来
客
を

見
込
ん
で
期
待
す
る
こ
と
は
。

武
廣
町
長

　

協
議
会
に
お
け
る
推
進
は
あ

り
ま
す
が
、
町
単
独
で
の
事
業

の
取
り
組
み
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員

　

来
客
を
見
込
み
、
立
案
か
ら

開
花
ま
で
最
低　

年
は
か
か
る

１５

「
桜
並
木
」
を
県
道
坊
所
城
島

線
に
造
成
さ
れ
る
考
え
は
、
先

を
見
込
ん
だ
立
案
を
、
今
か
ら

立
て
る
考
え
は
。

武
廣
町
長

　

県
道
で
あ
り
、
県
と
協
議
し

町
の
財
政
は
厳
し
い
中
で
す
が

「
緑
の
基
金
」
を
利
用
し
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

一
般
質
問

町財政改革について

税額増収に努める答答答答答答答答答答答答答答答答

松田　俊和 議員

新
規
事
業
の
考
え
は

答答答答答答答答答答答答答答答答

財
政
を
見
込
み
検
討
す
る

桜並木

住基人口・世帯数
世帯数（戸）人口（人）
２，７５４８，８４５平成１２年度
２，８００８，９２３平成１３年度
２，８５４８，９９６平成１４年度
２，９００９，１１２平成１５年度
２，９４８９，２１８平成１６年度
２，９７７９，２１２平成１７年度
３，０１４９，２６１平成１８年度
３，０７５９，２８２平成１９年度
３，１１８９，３０４平成２０年度
３，１３７９，３４１平成２１年度
３，１６８９，３６６平成２２年度

各年度末における住民基本台帳人口及び世帯数
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元
気気

シ
リ
ー
ズ
5

上
峰
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

上
峰
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

あ 
と 
が 
き

行
事
へ
の
参
加

　

１
９
８
３
年
創
立
の
上
峰
小

学
校
児
童　
名
（
平
成　
年
３

５４

２３

月
末
現
在
）
に
よ
る
歴
史
あ
る

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で

す
。

　

平
成　

年
度
に
は
佐
賀
県

２１

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
で
優
勝
を
成

し
遂
げ
、
初
の
全
国
大
会
出
場

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

女
子
部
員
も
数
名
在
籍
し
て

お
り
、
平
日
は
練
習
、
土
日
は

カ
ッ
プ
戦
や
公
式
戦
に
出
場
し
、

監
督
・
コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と

元
気
に
活
動
中
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
以
外
の
親
子
ふ
れ

あ
い
行
事
も
充
実
し
て
お
り
、

５
月
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、

３
月
に
は
宿
泊
研
修
（
６
年
生

を
送
る
会
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

た
だ
今
、
平
成　
年
新
入
部

２３

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練
習
日
時

火
曜
・
金
曜

（　
時　
分
～　
時
）

１７

１５

１９

土
曜

（
９
時
～　
時
）

１２

監　
　

督　
古
城　
武
史

コ 
ー 
チ　
鶴
田　
正
光

　
　
　
　
　
生
島　
　
博

　

３
月　
日
発
生
し
ま
し
た

１１

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被

害
を
被
ら
れ
た
方
々
に
は
、

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
旧
を
委
員
一
同
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
上
峰
町
内
に
お
き

ま
し
て
は
鎮
西
山
の
桜
ま
た

野
山
に
は
黄
色
い
菜
花
が
見

事
に
咲
き
乱
れ
、
私
ど
も
の

心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

３
月
に
は
小
中
学
生
が
新

た
な
進
路
へ
巣
立
ち
、
ま
た

４
月
に
は
新
入
生
が
入
学
・

入
園
さ
れ
る
な
ど
、
辛
さ
の

最
中
に
も
新
し
き
息
吹
を
感

じ
る
こ
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
の
ほ
う
も
、
町
民
の

皆
様
の
期
待
に
、
よ
り
一
層

応
え
る
と
と
も
に
、
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
今
号
か
ら
「
上
峰
町
議

会
だ
よ
り
」
は
、
装
い
も
新

た
に
発
行
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

是
非
、
拝
読
し
て
い
た
だ

き
議
会
に
対
し
、
叱
咤
激
励

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

広
報
編
集
委
員
会
も
、
１

月
の
選
挙
に
お
い
て
初
当
選

ば
か
り
の
新
進
気
鋭
の
議
員

ば
か
り
で
す
。

　

未
熟
な
面
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
か
ら
の
厳
し
く
も

温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
１
月　
日
２３

　
　

消
防
団
出
初
式

・
２
月
６
日

　
　

上
峰
幼
稚
園
音
楽
発
表
会

・
３
月　
日
１１

　
　

上
峰
中
学
校
卒
業
式

・
３
月　
日
１８

　
　

上
峰
小
学
校
卒
業
式

　

議
会
だ
よ
り

　
　

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

林　

眞
敏

副
委
員
長　

原
田　

希

委　
　

員　

碇　

勝
征

委　
　

員　

橋
本
重
雄

委　
　

員　

寺
崎
太
彦

広報編集委員会


